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験の結果視床下部中部の刺激で排卵陽性率は 41%
を示し，前後部に於ける 20，25%と比較して遥か
に高く，視床下部中部特に灰白隆起附近は家兎排卵
機構と最も密接な関連を持つ場で、あること，更に前
眼房内卵巣移植例でも同様中部刺激で排卵すること
から卵巣に至る刺激は神経性に来るのではなく，体
液性に及ぶことを認めた。猶中部刺激例中，交感刺
激状態を呈したものは排卵例で 100%，陰性例で 52
%に認、めたが，排卵状態と刺激による家兎一般状態
との関連は極めて複雑であり， 今後の研究を要す 
る。
質問第1解剖大谷克己
(1)視床下部の諸核の中で，どの核か排卵陽性率
が高いでLょうか。 
(2)視床下部の電気的刺激条件を種々かえて呼
吸，血圧に及ぼす効果をみた事があるが，同一刺激
点にも拘らず刺激頻度の菱化により効果が逆転した
事があるので，排卵の場合にはどうなるかをみてい 
ただきたい。
応答貴家昭而 
(i) 村山先生へ 
(1) fIorsley-Clark脳研式固定装置を使って， 
Sawyerの map vこ従った場合，日本の家兎では，
深さの点に就いては Nuc1. ventromedialisでは 
mapでは 18mmであるが吾々は 16.5mm位とし
ております。約 1mm乃至1.5mm位短縮すれば良
いものと思います。 
(2) Sham rageに就いては苦々は瞳孔の外に耳
血管の状態，及び四肢の運動に就いて肉眼的に観察
しております。 
(ii) 大谷克己先生へ
視床下部の内では Nuc1. ventromedialis及び
こ刺激が加わった場合に排卵も陽arcuatus v 1.Nuc を悉く補うのみならず多数の名称及び組織などの色
性率が最も高くなっております。
27.佐藤癌腫 I号の;令濠結保存実験(第n報〉
佐藤伊吉， o市川辰己(歯口科〉
佐藤癌腫工号は 1955年，雑系マウスの自然発生
癌で累代移植 29世代，移植陽性率は d，d系 75%
である。ヌド腫療の冷凍結による移植株の保存に成功
した。京大西川氏の牛の精子の冷凍方法を応用し，
組織保護にセミナングリセリン液を使用し， -790C 
ドライアイス中に冷凍保存する。現在， 1カ年保存
の成績陽性 90%を示す。 6ヵ月保存による累代移
植陽性率は d，d系 80% ~ 100%である。また，
本腫蕩を冷凍することによりコーチゾン処理なしに
ラツテの異種移植に成功した。 
28. Evans-blue Techniqueによる肺吸虫幼虫
の終宿主体内移行経路の証明について
横川宗総。吉村裕之，佐野基人，
大倉俊彦，辻 守康 (医動物学〉
肺吸虫幼虫の終宿主体内移行経路の追究に Eva-
ns・blue色素法を用いることによって肉眼的にもよ
く幼虫の組織内移行の様相をっきとめうる方法を考
案した。本法によって終宿主に経口的に与えられた
メタセルカリアは速かに脱嚢L既に数時間にして腸
壁を穿通しつ Lある模様や腹腔内移行或は移動情態
を観察出来た。爾後数日にして幼虫は積踊膜を穿通
して胸腔内に移行することが明らかになった。木法
は既に横川教授が日本住血吸虫及び内反応に Try-
pan-blue法を， Lemert等が鈎虫等の経皮感染成
立機転の解明に Evans-blue法を用いた原理にも
とづくものであるが，肺吸虫幼虫の組織内移行部位
における出現機転については組織化学的にも考察し
た。 
29.. Bioplasticについての紹介
大谷克己(第 1解剖〉 
Plasticの応用面は急速な進歩をとげ，芳、ラスの
それにとってかわろうとしている。その応用面の
一つであるが，これまで芳、ラス瓶に保存されたフォ
ルマリン貯蔵の標本にかわって Plastic包埋標本
が現われている。これは誰しも感じていた。フオ
ルマリシ標本の激臭，標本を見にくくする水滴の発
生，ガラス瓶の重し、事と壊われやすさなどの欠点 
写真を同時に封入する事によって学生の教材として 
また研究発表の標本として誠に利点があるからであ
る。
演者は Universityof California at Los An-
gelesに留学中ぇたまたま標本庫及び実習室に備え
られた巨大な Plastic標本群をみるに及び， これ
らが米国のいづれの大学のものよりすぐれているよ
うな印象を受けたので，こふにそのっくり方を紹介
し，且つ演者がその術式に基いて製作した標本を供
覧する。
